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IGCの歴史と第29回(1992)日本開催

佐藤正(IGC組織委員長･筑波大学)

TadashiS畑｡

万国地質学会議(Intemationa1Geo1ogicalCongress,

以下IGCと略称)は,100年以上の歴史をもつ世界でもっ

とも古い国際学会の一つである｡1992年に日本での開催

が本決まりになったが,この際この会議の歴史を振返っ

て見るのも有意義であろう｡

鵬Cの誕生

第1回のIGCは1878年にバリで万国博覧会と同時に

開かれている｡この会議には23か国から310人の参加者

があったことが記録されている｡この時期に23か国とい

う数字は決して少ない数字ではたい｡1878年といえば明

治11年で,西南戦争の翌年である｡IGCが創立されるこ

とになったいきさつについては,Thurston(1968)カミ詳

しく述べている｡また日本語では加藤武夫(1933)や渡

邊武男(1968)の解説もある｡これらを読むと,IGCは

もとはといえば万国博覧会と一緒に生まれたものらしい

ことがわかる｡

1876年にアメリカ,フィラデルフィアで開催された合

衆国独立100周年記念の博覧会に際して,各国から出品

された地質図の表しかたが北米とヨｰロッパであまりに

も違うので,編集方法,命名法,分類などを統一したほ

うがいい,そのためには国際会議を開こうではたいか,

という意見がIGC創立の駆動力にたったと,第27回

(1984)モスクワ会議のGenera1Proceedingsに書いて

ある｡同じ年の秋にBuffa1o,N.Y.で開かれたAmeri-

canAssociationfortheAdvancementofScienceの

席上でそのための委員会が作られた｡メンバｰには地質

学の歴史に残る有名人が名前を連ねている｡すなわち,

議長にJamesHan(米国),幹事にT.SterryHunt(カ

ナダ),メンバｰにW,B.Rogers,J.W.Dawson,J.S.
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T.H.Hux1ey,O.Torra1,E.H.deBaumhauerの名が

並んでいる｡この委員の構成は北アメリカのほかは,イ

ギリス,スウェｰデン,オランダという組み合わせで,

どうしてこういう人選がされたのかよくわからない｡い

ずれにせよ,この委員会で国際会議を開く必要性が認め

られて,1878年のパリ万国博覧会と同時に万国地質学

会議を開くようフランス地質学会に対して要請が出され
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だ｡それを受けてフランス地質学会が組織を行た.い,

1878年の8月29目に第1回IGCが開かれた｡後に上の

委員会は創立委員会(FoundingCo血mittee)とフランス

の組織委員会によって呼ばれるようになった｡しかしそ

の創立の年代には多少疑義がある｡第26回(1980)パリ

会議のGenera1Proceedingsによると,この委員会の

年号には1876年と書いてあり,委員会創立の順序カミ前述

のThurstonの記述に合わだい｡な畦たのかはいまの

ところわからたい｡

会議開催の略史

第1回のバリ会議で現在のIGCの運営形態がほとん

ど決まった｡フランス地質学会は上記の創立委員会の要

請を受けて“組織委員会"をつくってサｰキュラｰを出

して希望を募り実行計画を定めるというやり方を始め

た｡また会議のいろいろた問題を解決するため評議会

(Counci1)を作った｡また当時パリ万国博覧会に持ち込

まれた岩石や化石の標本のカタログを作りGuideBook

と称した｡また会議の後に引き続き野外巡検も行なっ

写真1第20回IGC(メキシコ)のシンボル

マｰク｡兼手勝(本誌31号,1957)よ

り転載｡�
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だ｡また会議後完全たProceedingsも出版した｡こう

して現在行なわれているIGCの会議の大綱はすでにこ

の時に実現していたといえる｡

第1回の後はほぼ3年ごとに会議が開かれた｡学間の

発達の状態からして,初期の会議がヨｰロッパや北米で

開かれたのは自然である｡しかし同じ｡ところで2度3度

と開かれている反面,南アメリカではまだ開かれたこと

がないし,東アジアでもまだない｡本年(1989)にワシ

ントンD.C.で第28回カミ開かれるまでの開催年,開催

地,参加国数,参加者数を第1表に示す｡

この表を見ると,両世界大戦時を除き,会議はよく続

いていること,現在のように4年に1度という開催頻度

は第2次大戦以後に定着Lたものであること,また戦後

急激に参加国,参加者が増えたことカミわかる｡特に第1

回から100年目に当る1978年の後初めて開かれた第26

回会議(1980年バリ)ころから参加者数は4,O00人を越え

る巨大た国際会議となった｡

しかし,いつでもスムｰズに続いた訳ではたいらしい｡

たとえば第15回は立候補する国が次ぐ,第14回(1926年

スベイソ)の役員に次回開催地の決定が任されだといっ

た事態もあったようである｡

日本からの初参加は第3回(1885)ベルリン会議であ

るが,以後第6回までは出席者がなく,第7回以降は第

2次大戦後の第18回(1948年ロンドン)を除き,毎回代表

を送っている｡

鵬Cの性格

第1表これま1での万国埴質学会議

開催

回年開催地(主催国)

参加参加者

国数数*
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パリ(7ランス)

ボロｰニャ(イタリア)

ベルリソ(ドイツ)

1コンドン(イギリス)

ワシソトソ(アメリカ)

チュｰリッヒ(スイス)

セソトペテルスブルグ(1コシア)

バリ(フランス)

ウィｰン(オｰストリア)

メキツコ(メキシコ)

ストヅクホルム(スウェｰデン)

トロソト(カナダ)

ブリュッセル(ベルギｰ)

マドリｰド(スベイソ)

ブレトリア(南アフリカ)

ワシソトン(アメリカ)

モスクワ(ソ連)

1コソドソ(イギリス)

アルジェ(アルジェリア)

メキシコ(メキシコ)

コペソハｰゲソ(北欧諸扇**)

ニュｰデリｰ(イソド)

プラハ(チェコス1コバキア)

モソトリオｰル(カナダ)

シドニｰ(オｰストラリア)

ノくリ(フランス)

そスクワ(ソ連)

ワシソトソ(アメリカ)
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IGCは,地質科学の学術的,応用的た研究に貢献する

ことを目的とした国際会議で,だれでも参加でき資格を

間われることはたい｡またIGCには常設の主催団体が

たく,その都度開催国(あるいは国の連合体,たとえば1960

年の第21回は北欧5か国の共催)が組織委員会をつくって,

それが主催団体にたり,組織･開催･運営万端を行なう

というやり方を最初からとっている｡したがって通常の

学会のように常設の主催団体があってそれが定期的に総

会を開くというやり方でない｡IGCにはもちろん定款が

あってそれで会議の組織のしかたや運営方法を決めてい

る｡その定款は次節に述べるように,慣習を定式化した

という性格が強いものである｡上記の組織委員会が主催

組織にたるといった取り決めも,現在は定款に明記して

あるが,慣習カミ規則にたったというものであろう｡

会議は普通4年に1度行たわれる｡会期は原則として

7目から10目間とされている｡また,開催国の地質を実

際に見学することも目的の中に組込まれていて,会議の

前,中,後に巡検を行なうことを組織委員会に義務づげ
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出席者実数,出席せず登録した人数及び同伴者を含まない

デンマｰク,フィンラ:■ド,スウェｰデソ,ノルウェｰ,

アイスラソド

参加者実数は未公表であるが,6,OOO人を超えることは確

実

ているのもIGCの特長の一つであろう｡

IGCの運営は組織委員会カミ行なうが,重要な議事は執

行委員会,評議会の議を経て総会で決められることにた

っている｡各国はIUGS(後述)の分担金のカテゴリｰ

に応じ･た数の代表を評議会に出席させて議事に参加する

形をとっている｡目本はIUGSにカテゴリｰ7の分担金

を負担して加盟しているのに応じて,7人の代表を送る

ことにたっている｡因みに,これは米ソの8に次ぎ,

英,仏,西独たどと並ぶ数である｡

初期には現在のように研究発表と討論を主体とするほ

かに,IGC創立の直接の動機にたったようた,地質図の

統一化をはかるための会議といった真の意味の会議がか

たり重要性をもっていたらしい｡実際,現在でも使われ

てい1地質時代の色分ト古生代は茶色系紘中生代は1

地質ニュｰス424号�
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デパｰトのソヨｰウィンドｰに飾られた第24回IGC

写真2第22回IGC(ニュｰデリｰ)の開催を伝える地元新聞

の特集記事｡服部仁(本誌129号,1965)より転載｡

(モントリオｰル)のシンボルマｰク｡柴田賢･佐美沫

昭(本誌225号,1973)より転載｡∵…

青系統,新生代は黄色系統という慣習一は,第2回のボ

ロｰニャ会議(1881年)での提案である｡

普通とんだ国際学会でも,常設の学術団体があってそ

れが総会を定期的に開くという形をとっている｡たとえ

ば測地学･地球物理学のIUGGはそういう形式の総会

を開いている｡しかしIGCはそうでたく,intema･

tiona1unionにあたる国際地質科学連合(Int.mation.1

UnionofGeo1ogica1Sciences,IUGS)が直接開く総会が

IGCたのではたい｡このあたりの事情はわかりにくい

が,これは歴史的た事情によるもので,事実IGCの方

がずっと古くからあり,IUGSは後から(1961年)てき

たことが直接影響を及ぼしている｡事実1922年の第13回

(ブリュッセノレ)ではIGCを地質関係の国際学術連合(当

時Internationa1Geo1ogica1Union設立の動きがあった)の

開く学術大会にしようという動きがあったが,伝統的た

考えを重んずる人の数も少だくだく,結局この案は立ち

消えにたり,そのかわりにIGCそのものの定款が生ま

れるきっかげになった｡

IUGSとIGCのこういう関係は今でも続き,IUGS

の定款には“IUGSはIGCの学術的たスポンサｰにた

る"と書いてある｡スポンサｰの具体的な意味は必ずし

も明瞭ではたいが,両者が密接に協力しだから地質科学

の発展に寄与しようというのが基本的た理念で,事実

IGCの執行委員会,評議会,総会にはIUGSの会長,

幹事が出席するように定められているし,逆にIUGS

の執行委員会には次回の組織委員会の代表が出席するこ

とにたっている｡ただし財政的た支持はしないというこ

とははっきりしている｡この辺りの事情をIUGSのパン

フレットにはIUGSはIGCの親であり同時に子であ

る,と表現している｡

1989年12月号

鵬Cの定款

IGCには,最初からきちんとした規約があった訳では

ない｡会議は伝統にもとづいて開催されてきた｡しか

し,前述のブリュッセル会議の国際学術団体の論議に触

発されて,IGCの揚約を整頓する機運が生まれ,フラン

スのA.Lacroixが主催する委員会が規約の起草にあた

り,この会議の閉会間際に最初のIGC定款ができた｡

この定款はそれまでの慣習をコｰド化した,といった性

格のものであった｡

その後,1961年にIUGSが結成された時,IGCの定款

もそれに伴って大幅な変更が必要にたり,第22回(1964

年ニュｰデリｰ)で規約改正のための委員会が設置され,

第23回(1968年プラハ)で新たた定款が制定された｡しか

し次の第24回(1972年モントリオｰル)で実際に使ってみ

ると,すぐに不都合た点があることがわかり,再び改正

の委員会カミ設置され,第26回(1976年シドニｰ)以前に改

正の成案カミできた｡それをシドニｰ会議から使い始め,

本年の第28回までIGCはこの定款にもとずいて運営さ

れてきた｡第28回ワシントンの会議のサｰキュラｰにの'

っているStatutesはこの定款である｡その内容に立ち

入る余裕はたいカミ,慣習がそのまま成文にたっているよ

うたものである｡これを熟読すると感ずるように,この

規約にはいくつか矛盾点やあいまいさがある｡そこで,

今年1989年のIGC評議会で再び改正が議され,形とし

てはこれまでのものにとらわれないカミ,依然として伝統

を踏まえたがら現代の要求に応じられるような新しい定

款カミ制定された｡したがって次回(1992)からはこの定

款にもとずいて会議を運営することにたる｡

いくつかの重要た改正点を要約してみよう｡まず,

IGCは組織委員会が主催することにたっているカミ,その�
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写真4第26回IGC(パリ)の闘会式場玄関｡100周年の文字が

見える｡兼平慶一郎(本誌317号,1981)より転載｡

組織委員会は主催国のIUGSに加盟している団体(日本

の場合は学術会議)が指名する組織であると定めた｡また

SeSSiOnの期間を会議前の巡検の最初の目から会議後の

巡検の最後の目までとすることにした｡さらに執行委員

会を諮間機関と位置付けた｡もっとも重要た改正は,組

織委員会の任期をはっきり定めたことである｡す肢わち

前組織委員会の任期が終わった目から担当するIGCの

最後の総会から1年後までとした｡これまでは任期がは

っきり決められておらず,会議の最初の総会で前回の会

長から当該会議の会長に引き継ぎが行なわれるまで,正

式には前回の組織委員会Lかたいという状態であった

が,通常会議の3年前(国際的には)から正式に組織委員

会と認められることにたった｡これで会議の前にすでに

巡検がおこなわれ,その会議が実質的に始まっているの

に,組織委員会が正式には認められていないといった矛

盾が解消された｡

たお,日本の組織委員会は本来たら第28回の組織委員

会の任期である1990年の7月19日から正式に組織委員会

にたるわけであるカミ,今回の第28回が1年遅れて開催さ

れたため,特例として1989年の7月19目から任期に入る

ことカミ認められている｡

第29回亙GC目本招致の経緯

これまでの開催地の表をみるまでもなく,これまで

IGCはアジアではニュｰデリｰで開かれたことがあるだ

げで,東アジアでは開かれたことがたい｡戦後の窮乏期

はともかくとして,日本での開催はいつかは避けられた

い状況であった｡こういう事態の中で,一度は第25回

(1976年シドニｰ)会議で日本招致を表明したが,その後

国内の協力が得られず辞退した｡その後アメリカから第

28回開催を交代してもらいたいという要請が1981年にあ

り,それを機に地質学研究連絡委員会はIGC対応検討

小委員会を設けて日本招致の可能性について検討を始め

た(野沢保,1982)｡

その後いくつかの曲折を経て,IGCの招致は研連主導

では行なわないという了解の下に,1983年に全地質学界

を基礎としたIGC検討会議がつくられ,日本への招致を

決めた(野沢保,1988)｡これに基づき1984年の第27回モ

スクワ会議で第29回を日本に招致することを口頭で申し

出た｡このときには同時に中国も招致を申し出たので,

採択は1988年3月のIGC執行委員会に持ち越され,そ

の結果日本で第29回を,第30回を中国で開催しようとい

う結論がでた(飯山敏道,1988の準備委員会での手記)｡

この議決に基づき,1985年にようやく第29回IGC目

本開催準備委員会が全地質学界べ一スで組織され,現千

葉大学の飯山敏道氏を委員長として,活動を始めた｡こ

の準備委員会は1988年末まで9回におよぶ会議を開き,

会議の全体像の策定や,特に科学プログラムの素案づく

り,巡検コｰスの立案を進めた｡その準備状況は1988年

2月20日に印刷配付したrIGC1992Japan準備委員

会ニュｰスレタｰ第1号｣に詳しい｡また科学プログラ

ムの準備状況は地質学雑誌94巻8月号に久城育夫小委員

長名で報告されている｡国内的た活動のほか,対外的に

も第29回会議の組織を担当する委員会としてIGC執行

委員会とのリエゾンを行なう役目をはたしてきた｡

この間1987年10月にアリゾナ州フェニックスで行たわ

れたIGC執行委員会で,第28回カミ1年遅れて5年目に

開催されるため,第29回でもとに戻すとすると3年し

かたいことにたることから,日本での開催を1989年の

IGC総会を待たずに決めるよう,動議が出された｡一方

地質研連でも1986年に準備委員会の発足に対応してIGC

ワｰキンググルｰプを作り,学術会議との連絡に当たっ

ていたが,同様の要請をIUGSに出すことにした｡こ

うして,1988年3月ワシントンD.C.で開かれた執行委

員会で第29回の日本開催が内定した｡

これを受けて,1988年12月16日の第9回準備委員会の

席上,同委員会は解散し組織委員会を組織することにな

地質ニュｰス424号�
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写真5第28回IGC(ワシソト:■)の記念スタンプ

った｡この席上では組織委員長に佐藤正が指名されただ

けで委員会の構成は決められず,まがりたりにも組織委

員会が形をだしたのは,翌1989年3月12日の第1回会議

からであった｡

組織委員会は対外的にはともかく,国内では公的た地

位をもっていなかった｡これはいろんた面で不都合を生

じていた｡そこで,学術会議の地質研連では1989年3月

の会議で,IGC組織委員会を同研連のワｰキンググルｰ

プとして認めることが承認された｡地質研連がIUGSに

対するNationalCommitteeの役目を果たしているこ

とから,IGC開催に関しては地質研連が主に対応するこ

とを関連研究連絡委員会と協議し,了解を得た｡これか

らは地質研連と組織委員会の密接た協同の下に準備にあ

たることができるようになった｡

組織委員会の構成は準備委員会の構成員を中核として

広く地球科学界全体から委員を選ぶようにした｡具体的

には大学,研究所,関連学会,関連企業などからたるべ

く全領域を代表するように,またある地域に委員が集中

したいように注意しだから委員の人選を進め,現在32名

(内予定1名)で組織委員会を構成するようにたった｡ま

た事務局を地質調査所内におくことも決まった｡また会

場を京都にすることも本決まりにたった｡こうしてよう

やく第29回会議の組織にむけて具体的た活動が始まっ

た｡

この問,1989年7月9日から19日までアメリカ合衆国

ワシントンD.C.で第28回IGCが開かれた｡その第1

目の7月9日午前にIGC評議会が開かれ,その席上佐

藤が日本のNationa1CommitteeofGeo1ogyの議長と

して第29回会議を京都に招致したい旨を表明L,続いて

同目午後に行たわれた総会でこの提案は正式に採択さ

れ,ここに1992年のIGC日本開催が決定した｡これは

佐藤の帰国後学術会議に報告され,IGCを学術会議と共

催するための手続きに入ることにたった｡

ここまでが現在までの経緯のおおまかなまとめであ

る｡もう後戻りはできたい｡できるだげのことはしなけ

ればならたい｡これまでの会議のやり方をそのまま踏襲

するのではたく,日本は日本らしい独自の会議をつくり

だしたいものである｡IGCへの参加にはたんの資格もい

らない｡関係ある人,興味ある人の積極的かつ建設的た

協力を切に望みたい｡
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